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復刻版 幼児教育資料アーカイブ４

1930 年代、新中間層が求めたユートピア・郊外型幼稚園、
阿佐ヶ谷幼稚園に花開いた「母親教育」の新しいかたち

解 説：福元 真由美（青山学院大学教授）

底 本：『子供の教養』 第 1巻第１号－第 13巻第 8号、復刊第 1巻第１号－第 8巻第 3号
 （1929 年 1月 -1941 年 8月、子供の教養社発行）　　（1946 年 3月 -1953 年 7月、同）

揃定価：277,750円（揃本体 252,500 円＋税 10％）

【推 薦】
太田　素子（和光大学名誉教授）

広井多鶴子（実践女子大学教授）

絵：佐藤瑞彦
（第８巻第２号表紙，1936年2月）

幼児教育資料アーカイブ３

幼小接続資料集成 全3回配本・全７巻・別冊１
編集・解説 ― 太田 素子・小玉 亮子・福元 真由美・
　　       　　 浅井 幸子・大西 公恵
推薦 ― 汐見 稔幸・無藤 隆
揃定価 ― 162,800円（揃本体148,000円＋税10％）
体裁 ―  全７巻／２面付／Ａ４判・Ａ５判・Ｂ５判／

上製／計約4800頁
第１回配本・全２巻「神戸大学・東京学芸
大学」 

揃定価48,400円
（揃本体44,000円＋税10％）

ISBN978-4-
8350-8417-6

第２回配本・全３巻「お茶の水女子大学・奈
良女子大学・成城学園・玉川学園・和光学園」

揃定価72,600円
（揃本体66,000 円＋税10％）

ISBN 978-4-
8350-8420-6

第３回配本・全２巻「幼年教育１・２」 揃定価41,800円」
（揃本体38,000 円＋税10％）

ISBN 978-4-
8350-8424-4

幼児教育と小学校教育との連携と実践の記録を、戦後から2010年代まで一挙に
収録！　別冊・解説（定価3,300円）分売可。

日本のカリキュラム・マネジメント、その出発点とは？
大正新教育 学級・学校経営
重要文献選 全３回配本・全10巻
編集・解説 ― 橋本美保・遠座知恵　
推薦 ― 天笠茂・佐藤学　揃定価 ― 198,000円（揃定価 
180,000円＋税10％）　体裁 ― A５判・上製・総約4,000頁

第Ⅰ期
第1回配本・
全３巻

揃定価59,400円
（揃本体54,000円＋税10％）

ISBN978-4-
8350-8283-7

第2回配本・
全３巻

揃定価59,400円
（揃本体54,000円＋税10％）

ISBN978-4-
8350-8287-5

第Ⅱ期 第３回配本・
全４巻

揃定価79,200円
（揃本体72,000円＋税10％ ) 

ISBN978-4-
8350-8291-2
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幼児教育資料アーカイブ２

戦前期愛育会関係資料集成 
全４回配本・全11巻
解説 ― 湯川嘉津美
資料協力 ― 恩賜財団母子愛育会・金沢大学附属図書館ほか
推薦 ― 網野武博・宍戸健夫
揃定価 ―242,000円（揃本体220,000円＋税10%）
体裁 ― Ｂ5判・上製・布クロス装・総約4500頁〔２面付〕

第１回配本・全２巻 定価44,000円（本体40,000円＋税10％） ISBN 978-4-8350-8356-8
第２回配本・全２巻 定価44,000円（本体40,000円＋税10％） ISBN 978-4-8350-8359-9
第３回配本・全３巻 定価66,000円（本体60,000円＋税10％） ISBN 978-4-8350-8362-9
第４回配本・全４巻 定価88,000円（本体80,000円＋税10％） ISBN 978-4-8350-8366-7

雑誌『愛育』、『愛育新聞』はじめ、戦前期の愛育会の活動を把握するための重要資
料を集成！「母性」と「子ども」をめぐる戦前期の視点を包括的に理解するために！

好評の関連図書！

〈復刻版〉 解説・総目次・索引付

幼児教育資料アーカイブ１
復刻版 
関西連合保育会雑誌
解説 ―― 湯川嘉津美
資料協力 ―  大阪市立愛珠幼稚園・

大阪市教育センター
揃定価 ――  39,600円（揃本体 36,000円＋税 

10％）  ISBN 978-4-8350-8311-7
体裁 ―― B5判・上製・総約1,000頁

『関西連合保育会雑誌』51-55号（28年8月-38年8月）ほか、同会関連
資料を収録！　戦前期保育をリードした関西保育界の実情を伝える。

底本◎『子供の教養』 第1巻第１号－第13巻第8号（1929年1月-1941年8月、子供の教養社発行）
　　　　　　　　　  復刊第1巻第１号－第8巻第3号（1946年3月-1953年7月、同上）
解説◎福元 真由美（青山学院大学教授）
推薦◎太田素子（和光大学名誉教授）　広井多鶴子（実践女子大学教授）　資料協力◎髙崎 彰・武南恵二
揃定価◎277,750円（揃本体252,500円＋税10％）
体裁◎全10巻／総約3800頁（４面付）／A4判／上製／布クロス装
別冊◎解説・総目次・索引　定価2,750円（本体2,500円＋税）　ISBN  978-4-8350-8611-8　※分売可。

● 収録内容・配本予定

お薦め先　 幼児教育・保育、児童文化、日本キリスト教史、教育学、メディア研究、家族社会学等の研究者、大学図書館・専門図書館

▶幼児教育資料アーカイブ４◀

配本 巻　数
（全巻数） 収録巻号数（発行年月） 揃定価 ISBN-NO 

（978-4-8350） 刊行予定

第１回
配本

第１～３巻
（全３巻） 第1巻第1号―第5巻第3号（1929年1月̶1933年3月） 82,500円

（揃本体75,000円＋税10％） 8548-7 2022年
10月

第２回
配本

第４～６巻
（全３巻） 第5巻第4号―第8巻第9号（1933年4月̶1936年9月） 82,500円

（揃本体75,000円＋税10％） 8601-9 2023年
2月

第３回
配本

第７～10巻
（全４巻）･別冊1

第8巻第10号―第13巻第8号（1936年10月̶1941年8月）／
復刊第1巻第1号―第8巻第3号（1946年3月̶1953年7月）

112,750円
（揃本体102,500円＋税10％） 8605-7 2023年

4月

― 新中間層の教育要求に応え、母親教育を通じて家庭の再編を試みた
　郊外型幼稚園の戦前・戦後を伝える『子供の教養』―

　大正期以降、急増する会社員、官吏、マスコミ、教育関係者ら勃興するホワイトカラーの父母たちの
期待を受け、日本全国、そして朝鮮、台湾へと広くその読者層を広げた『子供の教養』。新たな自己像
の獲得を試みた母親たちに歓迎された、児童の保育と母親の教育とは？ 
　1930 年代から戦後につながる、髙崎能樹、武南高志、佐藤瑞彦、赤井米吉、上澤謙二らの、育児を
通じた「個性本位」の啓蒙誌は、幼児教育の現在と近代家族の在り方に新たな光をあてるだろう。

全 10巻
全３回配本
別冊（解説・
総目次・索引）付

全10巻･別冊1
全３回配本

■ 詳細は小社ＨＰをご確認下さい。

全２巻

北澤種一、木下竹次、池田小菊、
富山県師範学校附属小学校など、
大正期に果敢に試みられた「学級
経営」の実践に迫る！在庫僅少。



■ 上は1931年2月15日、YWCAの『子供の教養』同人会における記念写真。
前列右から、髙崎能樹、赤井米吉、佐藤瑞彦、霜田静志。後列左端は武南
高志。▶右はその場で佐藤が描いた髙崎のスケッチという。「家庭を聖化せよ」
の言葉は髙崎自らによる。編集会議となった会合が終わると、「私どもの心
には力強い響きが蓄えられた」と記されている（第3巻第3号、1931年3月）。

『
子
供
の
教
養
』は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
座
談
会

で
活
況
を
呈
し
て
い
た
―
―

◀
リ
ト
ミ
ッ
ク
研
究
で
す
で
に
名
を
は
せ
て
い
た
、
成
城
幼
稚
園
の
小
林
宗
作
を
招
い

て
開
か
れ
た
、「『
子
供
と
音
楽
』の
座
談
会
」。「（
音
楽
教
育
を
は
じ
め
る
の
は
子
供
が
）

生
ま
れ
た
日
か
ら
始
ま
る
の
で
す
」と
小
林
は
喝
破
す
る（
第
7
巻
第
8
号
、
１
９
３
５

年
8
月
）。

◀
明
星
学
園
の
赤
井
米
吉
、
照
井
猪
一
郎
ら
が
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
へ
の
接
続
に
つ

い
て
懇
談
会
を
開
く
。「
幼
小
接
続
」
は
私
学
に
お
い
て
は
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
（
第

１
巻
第
１
号
、
１
９
２
９
年
1
月
）。
◀
「
母
の
日
特
集
号
」
で
は
、
賀
川
豊
彦
の
妻
・

春
、
村
岡
花
子
ら
を
招
き
「
母
に
つ
い
て
」
語
る
。
村
岡
は
「
母
に
対
し
て
は
極
く
地

味
な
気
持
ち
を
も
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
（
第
４
巻
第
５
号
、
１
９
３
２
年
５
月
）。

◀
「
お
も
ち
ゃ
を
も
っ
て
い
な
い
民
族
は
滅
び
る
」
と
武
井
武
雄
。
佐
藤
瑞
彦
は
「
積

木
に
は
永
遠
の
価
値
が
あ
る
」
と
フ
レ
ー
ベ
ル
の
恩
物
を
念
頭
に
称
揚
。
尽
き
る
こ

と
の
な
い
お
も
ち
ゃ
談
義
は
大
い
に
盛
り
上
が
る
（
第
４
巻
第
８
号
、
１
９
３
２
年

８
月
）。
◀
青
山
師
範
訓
導
の
高
村
広
吉
が
７
名
の
母
親
を
招
き
、
中
学
・
女
学
校

の
入
学
試
験
準
備
に
つ
い
て
語
り
合
う
。
新
中
間
層
の
親
の
教
育
要
求
に
応
え
る
こ

う
し
た
特
集
の
ニ
ー
ズ
は
高
か
っ
た
（
第
５
巻
第
10
号
、
１
９
３
３
年
10
月
）。

都
市
に
お
け
る「
子
育
て
文
化
」揺
籃
期
に
迫
る

太
田
　
素
子
　

　
『
子
供
の
教
養
』と
い
う
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
に
、「
お
や
？
」と
感
じ
る
む
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
教
養
」は
大
正
期
以
降
、
哲
学
や
人

生
論
、
博
識
と
透
徹
し
た
世
界
観
な
ど
、
全
人
的
な
文
化
的
背
景
を
意
味
す
る
こ
と
ば
と
し
て
使
わ
れ
、
時
に
は
そ
の
現
実
を
軽
視
す
る
高

邁
な
性
格
を「
教
養
主
義
」と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
期
ま
で
、
こ
の
教
養
と
い
う
こ
と
ば
は
文
字
ど
お
り「
教
え
養
う
」

行
為
を
指
す
も
の
と
し
て
、
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。「
教
育
」と
い
う
こ
と
ば
よ
り
も「
教
養
」を
好
む
と
い
う
場
合
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う

な
志
向
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
究
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
興
味
深
い
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。

　
今
回
、
福
元
真
由
美
氏
の
編
集
・
解
説
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
る『
子
供
の
教
養
』（
一
九
二
九-

五
三
年
、
戦
中
は
中
断
）は
、
当
時
す
で
に

二
、三
割
に
ま
で
膨
れ
あ
が
っ
て
い
た
知
的
で
新
し
い
時
代
感
覚
を
も
っ
た
都
市
新
中
間
層
の
家
庭
教
育
の
必
要
に
応
え
る
た
め
に
、
武
蔵
野

の
一
角
で
そ
の
産
声
を
あ
げ
た
。福
元
氏
は『
都
市
に
誕
生
し
た
保
育
の
系
譜 

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
と
郊
外
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
世
織
書
房
、

二
〇
一
九
年
）で
、
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
都
市
ス
ラ
ム
で
保
育（
託
児
）事
業
が
拡
大
す
る
現
象
と
、
郊
外
で
教
育
熱
心
な
新

中
間
層
の
家
庭
に
向
け
た
私
立
幼
稚
園
が
設
立
さ
れ
て
ゆ
く
現
象
を
並
行
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
の
幼
児
教
育
の
基
盤
が
形
成
さ

れ
て
ゆ
く
さ
ま
を
統
一
的
に
描
き
出
し
た
。
戦
争
を
挟
み
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
出
版
を
継
続
し
た
こ
の
雑
誌
は
、
高
い
志
を
も
っ
て
日
本

の
私
立
幼
稚
園
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
の
教
育
意
識
と
と
も
に
、
幼
稚
園
を
核
と
し
て
新
興
住
宅
地
に
生
ま
れ
た
、
母
親
た
ち
の
子
育
て
の
た

め
の
学
び
の
場
の
空
気
を
伝
え
て
い
る
。

　
主
筆
で
あ
る
髙
崎
能
樹
は
、
阿
佐
ヶ
谷
が
開
発
さ
れ
る
当
初
か
ら
こ
の
地
に
幼
稚
園
を
設
立
、
日
曜
学
校
や
母
の
会
な
ど
母
性
教
育
に
情

熱
を
傾
け
た
。
自
由
学
園
の
佐
藤
瑞
彦
、
明
星
学
園
の
赤
井
米
吉
、
照
井
猪
一
郎
ら
大
正
新
教
育
の
担
い
手
た
ち
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

戦
中
に
廃
刊
と
な
る
ま
で「
子
供
の
教
養
社
」を
経
営
し
た
武
南
高
志
は
、『
子
供
の
教
養
』を
編
集
し
つ
つ
、髙
崎
能
樹『
愛
児
教
養
の
実
際
』、

佐
藤
瑞
彦『
母
に
捧
ぐ
』、
霜
田
静
志『
子
供
と
絵
・
手
工
』、
青
木
誡
四
郎『
新
生
児
よ
り
青
年
期
へ
』な
ど
多
数
を
出
版
、
そ
の
部
数
は
累

計
で
一
〇
万
部
を
も
超
え
た
と
い
う
。
廃
刊
の
の
ち
武
南
は
、自
ら
小
金
井
教
会
と
同
附
属
幼
稚
園
を
開
設
し
て
い
る
。
髙
崎
は
戦
後
、阿
佐
ヶ

谷
幼
稚
園
に
出
版
局
を
置
き
、
倉
橋
惣
三
、
赤
井
米
吉
ら
を
顧
問
に
雑
誌
を
復
刊
。
キ
リ
ス
ト
教
人
道
主
義
を
基
盤
と
し
、
影
響
力
の
大
き

い
母
親
の「
教
養
」の
重
要
性
を
強
調
す
る
、「
個
性
本
位
」「
良
き
性
情
」「
自
発
的
な
人
格
」を
基
調
と
し
た
学
習
へ
の
構
え
を
育
て
る
こ
と

に
尽
力
し
た
と
い
う
。

　
新
中
間
層
の
高
い
教
育
要
求
に
応
え
つ
つ
、
そ
の
家
族
の
悩
み
や
疑
問
に
答
え
る
な
か
で
、
髙
崎
ら
が
紡
ぎ
出
し
た
人
間
性
豊
か
で
知
的

な
人
格
形
成
を
め
ざ
し
た
教
育
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
み
な
ら
ず
現
代
の
日
本
に
お
け
る「
子
育
て
文
化
」の
土
壌
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
。

『
子
供
の
教
養
』復
刻
が
、
近
代
以
降
の
都
市
部
に
お
け
る
子
育
て
文
化
を
あ
ら
め
て
振
り
返
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

 

（
お
お
た 

も
と
こ
・
和
光
大
学
名
誉
教
授
）

「
母
性
の
教
育
」に
よ
る
社
会
改
良
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
│「
母
性
の
自
覚
」こ
そ
が
、
地
上
を「
天
国
」に
す
る
│
│

広
井 

多
鶴
子
　

　
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
、
東
京
市
西
部
に
現
在
の
中
央
線
高
円
寺
駅
、
阿
佐
ケ
谷
駅
、
西
荻
窪
駅
が
新
設
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
、
杉
並

は
農
村
地
帯
か
ら
都
市
近
郊
の
住
宅
地
へ
と
急
速
に
変
貌
し
て
い
く
。
赤
坂
教
会
牧
師
、
日
本
基
督
教
会
日
曜
学
校
局
主
事
な
ど
を
務
め
た

髙
崎
能
樹
が
、
阿
佐
ヶ
谷
幼
稚
園
を
開
設
し
た
の
は
一
九
二
五（
大
正
一
四
）年
。
ち
ょ
う
ど
杉
並
が
、
新
中
間
層
の
多
く
住
む
街
へ
と
変
貌

す
る
時
期
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
四
年
後
の
一
九
二
九（
昭
和
四
）年
に
は
、
主
に
母
親
を
対
象
と
し
て
雑
誌『
子
供
の
教
養
』を
発
行
す
る
。

だ
が
な
ぜ
髙
崎
は
、
杉
並
に
幼
稚
園
を
設
立
し
、『
子
ど
も
の
教
養
』を
創
刊
し
た
の
か
。

　
髙
崎
は
創
刊
号
で
、
こ
れ
ま
で
親
た
ち
は「
子
女
を
家
庭
よ
り
学
校
へ
放
逐
」し
、
学
校
も「
越
権
の
罪
を
犯
し
つ
ゝ
子
女
を
家
庭
よ
り
奪

ひ
取
り
ま
し
た
」と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
、
親（
と
く
に
母
親
）こ
そ
が「
真
の
教
養
者
」（
教
育
者
）で
あ
り
、
親
が
子
ど
も
の
教
育
に
関
し

て
全
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。『
子
供
の
教
養
』の
刊
行
は
、
子
ど
も
の
教
育
責
任
を
親
に
返
し
つ
つ
、
母
親
に
よ
る
家

庭
教
育
を「
補
助
」す
る
た
め
の
新
た
な
試
み
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
学
校
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
髙
崎
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
は「
群
衆
生
活
」の
な
か
で「
協
同
的
幸
福
の
途
」を
学
ぶ

べ
き
と
し
、
さ
ら
に「
教
養
者
も
被
教
養
者
も
互
ひ
に
永
年
変
わ
ら
ざ
る
所
に
立
脚
」す
る
た
め
の
具
体
的
な
場
所
と
し
て
、
こ
の
阿
佐
ヶ
谷

に
幼
稚
園
を
つ
く
っ
た
の
だ
と
い
う
。
髙
崎
は
園
長
と
し
て
幼
稚
園
を
運
営
し
、
実
際
に
子
ど
も
に
関
わ
り
つ
つ「
母
の
会
」や「
母
の
学
校
」

を
組
織
し
、
母
親
教
育
に
力
を
入
れ
た
。『
子
供
の
教
養
』は
、
母
の
会
の
教
科
書
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
髙
崎
に
と
っ
て
阿
佐
ヶ
谷

幼
稚
園
と『
子
供
の
教
養
』は
、
子
ど
も
に
集
団
的
・
組
織
的
な
教
育
を
保
障
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る「
母
性
」を
育
て
、
母

親
た
ち
を「
真
の
教
養
者
」に
す
る
た
め
の
教
育
実
践
の
場
で
も
あ
っ
た
。
具
体
的
な
場
所
か
ら
母
親
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
髙
崎
に
は

な
に
よ
り
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
母
親
に
よ
る
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
説
く「
母
性
主
義
」が
科
学
的
根
拠
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
知
識
人
や
中
間

層
に
浸
透
し
た
時
代
が
生
み
出
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
母
性
主
義
に
は
良
妻
賢
母
論
の
流
れ
だ
け
で
な
く
、
髙
崎
が
め
ざ
し
た
キ
リ

ス
ト
教
に
基
づ
く
社
会
改
良
の
系
譜
、
心
理
学
や
教
育
学
な
ど
の
科
学
主
義
を
根
拠
と
し
た
系
譜
、
平
塚
雷
鳥
ら
の
母
性
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
の
系
譜
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
混
ざ
り
合
っ
て
母
性
主
義
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
当
時
、
家
庭
教
育
に
重
き

を
置
く
そ
の
主
張
ゆ
え
に
、
幼
稚
園
を
不
要
と
す
る
論
調
も
存
在
し
た
。
そ
こ
で
髙
崎
が
幼
稚
園
教
育
と
母
親
教
育
の
両
方
に
取
り
組
ん
だ

の
は
、
幼
稚
園
不
要
論
に
対
す
る
最
も
有
効
な
反
論
の
一
つ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
幼
稚
園
と
家
庭
と
の
連
携
に
よ
る
家
庭

教
育
の
改
善
・
強
化
と
い
う
、
そ
の
後
の
国
の
幼
稚
園
政
策
を
先
き
取
り
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
髙
崎
能
樹
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。「
お
母
様
よ
、
自
覚
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
髙
崎
の「
ベ
タ
」な
訴
え
は
、
今

日
で
は
極
端
な「
母
性
偏
重
」で
あ
り「
母
性
神
話
だ
」と
み
な
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
母
親
に
よ
る「
母
性
の
自
覚
」と「
修
養
」こ
そ
が
、
地

上
を「
天
国
」に
す
る
方
法
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。『
子
供
の
教
養
』は
幼
稚
園
と
い
う
場
所
を
舞
台
に
、
信
仰
と
科
学
に
基

づ
く「
母
性
の
教
育
」を
通
じ
て
社
会
を
改
良
し
よ
う
と
す
る
、
髙
崎
ら
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
杉
並
を
は
じ
め
と
す
る
郊
外
住

宅
地
に
は
、
そ
う
し
た
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
若
い
母
親
た
ち
が
、
確
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 

（
ひ
ろ
い 

た
づ
こ
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）

推
薦
の
こ
と
ば



■ 「私は幼稚園の当事者としての立場から、何うしても
幼稚園が必要であり、かつ子供をぜひ幼稚園に入れねば
ならぬことの主張と理由とを明白に申述べて」みたいと
髙崎はいう。家庭教育と幼稚園による集団的な教育を両
輪として強く主張した髙崎にとって、幼稚園はなくては
ならないものだった。（髙崎「何故幼稚園が必要か」第６
巻第２号、1934年２月）
◀明星学園の訓導であった照井猪一郎の「子を送る親、
迎へる学校」（第６巻第４号、1934年４月）。家庭から見
えにくい学校・教師の視点を親切に論ずる本稿は、母親
たちの関心に応える主題を扱ったものといえる。

◀『子供の教養』は、執筆陣と編
者が20年近い歳月にわたって連続
している。そのため、大正新教育
の終わりから戦時体制、そして戦
後までの彼らの主張の変化と共通
性を知ることができるだろう。
◀左は本誌第２巻第１号（1930
年、1月）に写真入りで紹介された
執筆者。上から、佐藤瑞彦（自由学
園、1893-1981）、沖野岩三郎（児
童文学者、1876-1956）、上澤謙二
（童話作家、1890-1978）、赤井米吉
（明星学園、1887-1974）。

　

こ
の
た
び
、
不
二
出
版
よ
り
幼
児
教
育
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

４
と
し
て
、
戦
前
・
戦
後
に
わ
た
る
貴
重
な
教
育
・
育
児
雑
誌

で
あ
る『
子
供
の
教
養
』が
復
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
誌

は
一
九
二
三（
大
正
一
二
）
年
、
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
東

京
に
お
い
て
、
新
た
な
教
育
の
拠
点
が
次
々
と
郊
外
に
形
成
さ
れ

た
時
期
に
、
そ
の
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
土
台
と
し
て
誕
生
し

た
。
革
新
的
な
教
育
実
践
を
試
み
た
新
教
育
の
幼
稚
園
・
学
校
が

そ
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
新
教
育
の
実
践
を
基
礎
と
し
た
教
育
学
の

専
門
的
な
見
地
、
さ
ら
に
医
学
、
心
理
学
に
よ
る
科
学
的
な
見
地
、

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
い
っ
た
思
想
的
見
地
か
ら
、『
子
供
の
教
養
』

は
主
な
読
者
で
あ
る
新
中
間
層
の
親
や
教
育
者
に
向
け
、
子
育
て

と
教
育
の
新
た
な
方
向
性
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
。

　
『
子
供
の
教
養
』は
、一
九
二
九（
昭
和
四
）年
か
ら
一
九
五
三（
昭

和
二
八
）年
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
る（
一
九
四
一

〜
四
五
年
は
休
刊
）。
戦
前
は
、
の
ち
に
小
金
井
教
会
幼
稚
園
を

設
立
し
た
武
南
高
志（
一
八
九
五
―
一
九
七
八
）を
編
集
・
兼
発

行
者
と
し
て
、
子
供
の
教
養
社
か
ら
発
行
さ
れ
、
戦
後
は
阿
佐
ヶ

谷
幼
稚
園
園
長
の
髙
崎
能
樹（
一
八
八
四
―
一
九
五
八
）の
編
集

に
よ
り
、
阿
佐
ヶ
谷
幼
稚
園
で
発
行
さ
れ
た
。
同
誌
を
販
売
す
る

書
店
は
、
東
京
、
仙
台
、
名
古
屋
、
金
沢
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、

福
岡
と
全
国
に
及
び
、
読
者
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
朝
鮮
、
台
湾
、

関
東
州
、
樺
太
、
米
国
に
も
広
が
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
雑
誌
の
復
刻
は
、
子
育
て
、
保
育
、
教
育
を
め
ぐ
る
多
方

面
の
学
術
研
究
に
資
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
特
に
三
つ
の
方
面

を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
近
代
日
本
保
育
・
教
育
史
研
究
に
お
い
て
は
、
教
育

に
関
す
る
論
説・時
評
、
教
育
原
理
、
教
育
思
想
、
保
育
指
導
案
、

世
界
の
教
育
動
向
な
ど
の
記
事
を
通
し
て
、
本
誌
同
人
を
は
じ
め

と
す
る
執
筆
者
の
子
ど
も
観
・
教
育
観
を
、
細
や
か
な
筆
致
か
ら

解
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
執
筆
者
に
は
成
城
学
園
、明
星
学
園
、

自
由
学
園
と
い
う
新
教
育
の
先
進
校
に

属
す
る
教
員
た
ち
が
多
数
を
占
め
て
い

た
。
彼
ら
が
家
庭
に
向
け
て
発
信
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
そ
の
教
育
理
念
、
実

践
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

第
二
に
、
近
代
家
族
・
女
性
史
研
究

に
お
い
て
は
、
本
誌
で
展
開
さ
れ
る
母
親

向
け
の
講
座
、
家
庭
教
育
座
談
会
、
心

理
学
・
医
学
の
専
門
家
に
よ
る
子
ど
も
・

育
児
の
記
事
な
ど
か
ら
、
教
育
す
る
家

族
、
母
親
の
養
育
態
度
の
モ
デ
ル
・
規

範
が
、
子
ど
も
中
心
主
義
と
科
学
主
義

と
に
結
び
つ
き
、
葛
藤
す
る
さ
ま
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
に
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
研
究
に

お
い
て
は
、
各
種
の
宗
教
教
育
の
記
事

を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
お
け
る

当
時
の
保
育
、
学
校
、
家
庭
教
育
の
あ

り
よ
う
を
、
乳
幼
児
期
か
ら
青
年
期
ま

で
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
子
供
の

教
養
』は
、
牧
師
で
あ
る
髙
崎
と
武
南
を

中
心
と
し
て
、沖
野
岩
三
郎
、佐
藤
瑞
彦
、

赤
井
米
吉
、
高
村
広
吉
、
上
澤
謙
二
な

ど
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
教
員
、
児
童
文

学
者
、
学
者
ら
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

を
基
盤
と
し
た
子
ど
も
論
、
教
育
論
を

展
開
し
た
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
っ
た
。

本
誌
に
別
冊
と
し
て
附
さ
れ
る
総
目
次
・
索
引
は
、
四
半
世
紀
に

も
及
ぶ
彼
ら
の
議
論
を
確
認
で
き
る
、
貴
重
な
軌
跡
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
こ
う
し
た
多
様
な
側
面
を
も
つ
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る『
子

供
の
教
養
』復
刻
を
喜
び
、
本
誌
が
全
国
の
図
書
館
、
研
究
機
関
、

研
究
者
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
、
今
後
の
諸
研
究
の
進
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。

（
ふ
く
も
と 

ま
ゆ
み
・
青
山
学
院
大
学
教
授
）

復
刻
に
あ
た
っ
て

福
元 

真
由
美


